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弘前学院大学看護学部紀要　投稿規程

（目的と名称）
　第 1条　弘前学院大学看護学部（以下，本学部とする）は，本学教員の学術研究の奨励およびその成果を発表す

るために「弘前学院大学看護紀要」（以下「紀要」とする）を」定期的に刊行する。
（発行）
　第 2条　本紀要の発行は，原則として年 1回とする。
（投稿資格者）
　第 3条　筆頭著者は，1）本学の専任教員，2）非常勤講師，3）看護学部紀要編集委員会（以下「委員会」とする）

が認めた者，とする。
（投稿論文の受付および審査）
　第 4条　投稿原稿は他誌に未掲載でかつ投稿中ではない論文に限る。ただし，以下の場合は二重投稿とみなさない。

1）大学の学士論文，修士論文，博士論文（既に機関リポジトリに全文を公開している論文は除く）
2）科学研究費報告書，事業報告書
3）学会・研究会の抄録集として発表した研究を論文とする場合

　　 2　原稿の受付期間は前もって委員会より通知する。
　　 3　提出先は事前に指定する委員会担当者とする。郵送の場合は期限当日の消印有効とする。

4　投稿原稿の採否は紀要委員会および紀要委員会が依頼した査読者（学外を含む）による査読を経て，紀要
委員会が決定する。

5　紀要委員会の審査により，原稿の修正，削除，加筆および原稿の種類の変更を著者に求めることがある。
6　原稿の掲載順，印刷様式は委員会が決定する。

1）投稿原稿受付E-mail アドレス：kango-kiyou@hirogaku-u.ac.jp
（著作権）
　第 5条　掲載論文の著作権は本学部に帰属し，論文の電子化は了承されたものとする。ただし，著者が当該論文

を利用する場合は本学部の許諾を必要としない。
（経費負担）
　第 6条　原則として無料とする。別刷りは30部まで無料とし，30部を超える部数については自己負担とする。
（著者校正）
　第 7条　査読を経て，委員会で受理された投稿原稿については著書校正を 1回行う。校正の際には委員会からの

修正依頼以外の著者による加筆・修正は認めない。
（倫理的配慮）
　第 8条　人および動物が対象の研究は，当該研究領域の適切な倫理指針に従って計画され，倫理委員会で承認さ

れたものでなければならない。また，本文中にはその旨および承認番号が明記されなければならない。
（利益相反）
　第 9条　利益相反の有無については，末尾の引用文献リストの前に付記すること。なお，利益相反に関しては「厚

生労働科学研究における利益相反（Conflict of Interest: COI）の管理に関する指針」等を参照すること。
（原稿執筆要領）
　第10条　原稿執筆要領は別に定める。

附則
　 1）2005（平成17）年10月13日　制定
　 2）2020（令和 2）年10月 1 日　一部改訂
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編　集　後　記

経験豊富な前委員長に代わり，若輩者の委員長ではありましたが，各方面からのサポー
トをいただきながらなんとか発行にこぎつけることができました。
今年度は新型コロナウイルス感染対策関連で，学内行事はもとより講義や実習などこれ

までにない対応を余儀なくされた 1年でした。もちろん研究活動にも大きな影響があった
こと思いますが，そのような中で地道に活動を続け，研究成果を投稿して下さった皆様に
は心よりお礼申し上げます。
また，今年度の紀要委員会では「投稿規程」を15年ぶりに一部改訂し「執筆要領」も作

成しました。投稿を検討されている方々にも解りやすく，迷いなく論文作成ができるよう
心掛けたつもりです。今後も必要であればどんどん良いものに改訂していく所存ですの
で，紀要委員会までご意見をお寄せいただければ幸いです。
最後になりましたが，弘前学院大学「看護紀要」第16号の発行にあたり，査読，編集，

校正の作業にご協力いただいた先生方に感謝申し上げます。

　2021年 3 月31日　　　　　
　弘前学院大学紀要委員会　
　委員長　舘山　光子　　　

弘前学院大学紀要委員会
佐藤厚子，大瀬富士子，阿部智美，田中真実，舘山光子
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